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「去年（こぞ）今年 貫く棒のごときもの」
校長 小川 秀人

俳人高浜虚子は、年の瀬から新しい年へと移る雄大な時の流れを、このような句に詠ん

だ。街はクリスマスだ正月だと浮かれているけれども、そうした人間世界の喜びも悲しみ

も全てを飲み込んで、時は止まることなく流れていく。孔丘が流れ行く大河のそばに立ち、

「逝（ゆ）く者はかくのごときか、昼夜をおかず。」（論語・子罕）と嘆じた思いとも重な

り、忘れることのできない一句である。センターテスト本番を前にして、世間の喧騒と無

縁の生活を送っている三年生諸君ならば、あるいはこの句に共感できるのかもしれない。

昨年の暮れ、新聞の書評欄で『LIFE SHIFT～100年時代の人生戦略』（リンダ・グラッ

トンほか著）という本が評判になっており、八文字屋書店でも七冊ほど平積みになってい

たので、購入して去年の正月休みにじっくり読んだことがあった。著者はロンドンビジネ

ススクールの教授で、「2007年に欧米先進国で生まれた子どもの半数は、104 歳まで生き

る見通しであり、日本の子どもに至っては 107歳まで生きる確率が 50％ある」という人

口学者たちの平均寿命推計をもとに、われわれの（というよりまさに 2000年前後に生ま

れたあなたたちの）これまでの人生設計や働き方を、大きく変えるべき時代に差しかかっ

ていると著者は述べる。「1 月 5日に、日本老年学会等で作るワーキンググループが 75歳

以上を高齢者と区分することを提言した」と全国紙が年明け早々に報じ、9 月 12日には

政権与党である自民党が「人生 100年時代戦略本部」を立ち上げ、11月下旬に政策提言

を行ったのも、その延長線上にあるのであろう。どうやらあなたたちの多くは、75歳ま

で現役で働くことを期待されているようであり、年金支給開始年齢も、そこまで順次引き

上げることを、政権を担う人達は考えているふしがある。家庭でパートナーの両方が職を

持つ必要性も、これまで以上に高まるであろうし、一つの仕事・一つの会社で生涯働き終

えるなどというのも、30年後にはレアケースになっているのかもしれない。

AI（人工知能）や IoT（モノのインターネット）の進化はとどまるところを知らず、世

界は安定を失い、地球規模で大きな変化の時代に突入している。あなたたちもそこから逃

れることなどできるわけがない。学ぶこと、考えることを怠ければ、他者によって翻弄さ

れる人生を送るしかなくなるのだ。ゲームで現実から逃避している場合ではない。この変

化の時代を逞しく生き抜いていく「自分の武器」を身につけるため、学び続け、考え続け

よ。ビジネスチャンスは、そこにもここにもある。あとは生き方一つだ。
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第 22 回全国高校新聞年間紙面審査賞

○祝 本校新聞部「奨励賞」受賞！

各都道府県から推薦され、今年度の「全国高校新聞年間紙面審査賞」に応募した 142

校のうち、入賞し来年 8月長野で行われる全国高総文祭の新聞部門大会参加枠を確保し

たのは 47校。本校新聞部は、入賞に次ぐ「奨励賞」（19校）に選ばれるとともに、県の

参加枠の中で来年の全国高総文祭に出場することになります。「長陵タイムズ」が 1947

年の創刊以来、号を積み重ねて次回発行で 200号を迎えるなど、新聞部にとっては大き

な節目の時期でもあり、今回の全国における「奨励賞」受賞は、部員にとっても大きな

励みになるものです。来年に向けて、さらなる紙面のレベルアップを期待しています。

平成 29 年度後期部活動大会成績
【県高校新人大会】（三位以上）

《優 勝》カヌー部女子総合、カヌー女子Ｋ１･500ｍ 増川 知保

カヌー女子Ｋ４･500ｍ（増川 知保・五十嵐 晴香・西田 美優・春日 七虹）

《準優勝》弓道部女子団体、カヌー部女子Ｋ２･500ｍ（増川 知保・五十嵐 晴香）

《三 位》テニス部女子個人シングルス 矢野 桜子

弓道部女子個人 嶋貫 紗笑

【東北高校新人カヌースプリント選手権大会】

《優 勝》女子Ｋ１ 増川 知保

《準優勝》女子総合、女子Ｋ２（五十嵐晴香・増川 知保）

女子Ｋ４（春日 七虹・増川 知保・五十嵐 晴香・阿部 茜）

【県高校総合文化祭】

《最高賞》美術部：県高校美術展賞・総合文化祭賞 鈴木 英里奈

将棋愛好会：総合文化祭賞（優勝）吉田 貴如

《優秀賞》書道部：書道部会長賞 奥山 莉帆

【県高校放送コンテスト新人大会】

《準優勝》朗読部門第二位・高文連賞 柏倉 さくら

《三 位》テレビキャンペーン部門第三位 『あのね、白石くん･･･！』

【県高校新聞コンクール】

《優秀賞》寒河江高校新聞部

【東北地区高校将棋新人大会】

《三 位》男子個人戦 吉田 貴如

運動部・文化部ともに素晴らしい活躍に拍手！


